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科学技術政策全体の在り方科学技術政策全体の在り方」」
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・・ 科学技術の国際化政策の確立科学技術の国際化政策の確立
・・ 総合科学技術会議の役割総合科学技術会議の役割



「第３期基本計画における科学技術政策全体の在り方」
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• 科学技術政策の大目的は、科学技術システムが全体として、多様な可能性を切り拓く源泉となり、不確実性と有限な資源の下で最大
限のイノベーションを生み出すこと(文化・社会・経済における新たな価値創造)にある。科学技術システムは、様々な研究者や研究機
関が行う研究開発活動を中核とし、資金、人材、基盤を総合的に活用して創造的な研究成果を得る仕組みであるが、これに加え、研究

開発成果を広く社会・国民に還元したり、情報を発信したり、また社会・国民からの要請を受け止める相互作用も含まれている。国際社

会との相互作用も同様である。

• また、科学技術システムを構成する多様な主体を調整し、資金・人材・基盤の各施策間の整合性を図る必要性は大きい。システム全

体のリード役としての総合科学技術会議が果たしていく役割について検討することが重要である。
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科学技術政策全体の在り方科学技術政策全体の在り方

序． 我が国の科学技術政策全体の在り方

我が国の科学技術システムの俯瞰とこれまでの討議内容

★ ★

・ 科学技術に関する学習の振興
・ 社会とのチャンネル構築基
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目指すべき国の姿と理念目指すべき国の姿と理念目指すべき国の姿と理念

政策の総合性と戦略性政策の総合性と戦略性政策の総合性と戦略性

振興のための基本的考え方振興のための基本的考え方振興のための基本的考え方

科学技術の
戦略的重点化

科学技術の科学技術の
戦略的重点化戦略的重点化

科学技術活動の
国際化の推進

科学技術活動の科学技術活動の

国際化の推進国際化の推進

優れた成果の創出・
活用のための科学
技術システム改革

優れた成果の創出・優れた成果の創出・
活用のための科学活用のための科学
技術システム改革技術システム改革

科学技術基本計画を実行するに当
たっての総合科学技術会議の使命

科学技術基本計画を実行するに当科学技術基本計画を実行するに当
たっての総合科学技術会議の使命たっての総合科学技術会議の使命

①新しい知の創造 ②知による活力の創出
③知による豊かな
社会の創生

重点的な
資源配分

成果が出る仕組み
基盤への投資

成果の社会
への還元

国際化

【基本
方針】

○基礎研究の推進
○国家的・社会的課題に対応し
た研究開発の重点化
○急速に発展しうる領域：先見性
と機動性をもって的確に対応

○主体的な国際協力活動
○国際的な情報発信力の強化
○国内研究環境の国際化

○研究開発システムの改革
○産業競争力強化と

産学連携の仕組みの改革
○地域における科学技術振興
○科学技術関係人材の養成と
科学技術に関係する教育の改革
○科学技術振興のための基盤の
整備

○科学技術に関する学習の振興、
社会とのチャンネルの構築
○科学技術に関する倫理と社会
的責任

○総理のリーダーシップの下、 科学技術政策推進の司令塔
○省庁間の縦割りを排し、先見性と機動性をもった運営
○世界に開かれた視点、人文社会科学とも融合した「知恵の場」
○科学技術の両面性に配慮、科学技術に関する倫理の確立

科学技術に関する倫理と社会的責任

・ 生命倫理等 ・ 研究者・技術者の倫理等
・ 説明責任とリスク管理

科学技術活動に関する社会とのチャンネル構築

第２期科学技術基本計画のポイント第２期科学技術基本計画のポイント第２期科学技術基本計画のポイント 優れた成果の創出・活用のための科学技術システム改革優れた成果の創出・活用のための科学技術システム改革優れた成果の創出・活用のための科学技術システム改革

科学技術活動の国際化の推進科学技術活動の国際化の推進科学技術活動の国際化の推進

主体的な国際協力活動の展開

国際的な情報発信力の強化

国内の研究環境の国際化

科学技術基本計画に関する総合科学技術会議の使命科学技術基本計画に関する総合科学技術会議の使命科学技術基本計画に関する総合科学技術会議の使命

運営の基本

重点分野における研究開発の推進

資源配分の方針

国家的に重要なプロジェクトの推進

重要施策についての基本的指針の策定

評価

基本計画のフォローアップ

本日の討議内容と第２期基本計画との関係

①社会・国民との関係

②科学技術の国際化

③総合科学技術会議の役割

←今回議論する内容→
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「基本理念」（第２回）
「重点化」（第３回）

「システム改革」（第４回）

「社会との関係／
国際化」（今回）

「総合科学技術会議の
役割」（今回）

科学技術システム
の構成


